



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 4） 1学年の生徒全員を対象として 1日巡検と地理
年間レポートを軸とした総合的なプログラムが
開始されたのは 1968年であった。それまで 2名
の地理教員がそれぞれ 1日巡検，地理年間レポー
トを授業に取り入れていたが，濱野厚教諭の赴
任後，それらを統合する形でこのような総合的
なプログラムが生まれた。
 5） クリノメータは地理教員が個人で所有するもの
や，地学所有のものを借りて 2台ほど用意され
た。教員が測定方法を指導し，数人の生徒に実
際に計測させた。
 6） 近年，地理学習では地理的事象を時間的変化の
視点から見ることが軽視される傾向にある（池，
2011）。その意味からも，エクスカーションにお
ける景観変化の観察の導入は重要性が高い。
 7） 農家で実際に質問する中で，質問の仕方の重要
性を痛感するなど，生徒にとっては新たな発見
が得られるケースが多かった。また，農家の方
に桃をご馳走になったりお土産に頂いたりする
生徒もおり，その話を先輩から聞いて農家への
聞取り調査を行う 1日巡検の参加者が増えたと
もいわれる。
 8） 他の分科会は，歴史分科会，倫理・政経・現代
社会分科会（現在の名称）である。
 9） 近年は夏季巡検の参加者が減少傾向にあり，参
加者数は 20名程度にとどまっている。
10） 1981年のミニ巡検「東京湾岸交通の改善と海上
交通管制について」で講師を務めたのは，当時，
多摩高校に勤務していた久間木重勝教諭であっ
た。久間木教諭の地域調査の成果は，多摩高校
で実施されていた横浜港・臨海工業地域に関す
る 1日巡検に活かされただけでなく，ミニ巡検
を通じて広く県内の教員に共有された。
11） 愛媛県の高校における野外での地域調査の実態
を調査した篠原（2001）も，地理が必修科目あ
るいは選択必修科目であった 1963～ 1981年に
は地域調査が盛んであったが，その後，1982年
の地理の選択科目化，学校行事の過密化，進路
指導・生徒指導等による教員の多忙化等を背景
として，地域調査が急速に衰退したことを明ら
かにしている。
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